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給食だより 

あけましておめでとうございます 
 お休みは楽しく過ごせたでしょうか？1月は寒さも厳しく体調も崩しやすくなっています。 

年末年始で崩れてしまった生活リズムを少しずつ整えるためにも、早寝早起き・朝ご飯を食べる・ 

バランスのよい食事をとることを心掛けていきましょう。 

今年も子どもたちに喜んでもらえるような美味しく安全な給食を作っていきます。今年もよろしくお願いいたします。 

昔から、1 月 7 日には無病息災を願って七草粥を食べる習慣があります。「野菜が不足しがちな冬の時期に

栄養素を補うために食べる」「お正月に美味しいものをたくさん食べた胃腸を休ませてあげる」といった 

意味も込められていると言われています。1月 7日の朝に食べるのが一般的です。 

材料はせり・なずな・ごぎょう・はこべら・ほとけのざ・すずな・すずしろの 7つです。 

「競り勝つ」という意味合いがあり、免疫力を高め

風邪やインフルエンザを予防するビタミン A、 

疲労回復に効くビタミン B群、疲労回復を 

手助けするビタミンCが含まれています 

 

「撫でて汚れを除く」という意味合いが

あり、ビタミンＡ・B 群・C などが含まれて

います 

「仏様の体」という意味合いがあり、咳や喉の

痛みを和らげる作用があります 

「繁栄がはびこる」という意味合いがあり、 

タンパク質が比較的多く含まれ、ミネラルを 

はじめとした栄養に富んでいます 

仏様が座禅を組んでいるような花の形を 

していることから名前がつけられ、高血圧の 

予防・胃腸の働きを整えます 

「神を呼ぶ鈴」という意味があり、胃腸の消化を

助けるアミラーゼ、免疫力を高めるビタミン C、 

むくみを解消するカリウムが含まれています 

汚れのない清白さを表しており、アミラーゼ・カリウムの他に食物繊維も豊富で便秘の解消に効果があります 

今月は香川県のしっぽくうどん、ちしゃもみを提供します。 

しっぽくうどんは秋から冬にかけての寒い時期限定で、香川でよく食べ

られている料理です。 

 ちしゃもみは春のお祝い事のもてなしの一品に欠かせない料理です。

チシャレタスを塩、または酢揉みし、味噌かしょう油で和え、炒ったちり

めんと胡麻を散らしたものです。チシャとはチシャ菜とも呼ばれる 

レタスの和名のことです。ぜひお楽しみにしていてください！！ 

 お正月の間、年神様の居場所になっ

ていた鏡餅を開き食べることで、1 年の

無病息災を願います。 

鏡餅には、年神様の魂が宿っていると

言われているため、鏡餅はお供えして開

いて食べてこそ意味があるものだそう

です。 

 おうちで食べる際はのどに詰まらせな

いよう気を付けてください。 

 

せり なずな 

ごぎょう はこべら 
ほとけのざ すずな（カブの古い呼び名） 

すずしろ（ダイコンの古い呼び名） 

日本各地の郷土料理 「香川県」 

 

まだまだ寒い日が続くので温まる食べ物を食べたり、洋服を着こ

んだり、体を動かしたりと工夫をして冬を乗り切りましょう！！ 


